
令和６年度 津野町立中央小学校 

第 1学年 生活科 年間指導計画 

 

実
施
時
期 

単元名 

(時数) 
主な学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能の基礎 
⑵思考力・判断力・ 

表現力等の基礎 

⑶学びに向かう力・ 

人間性等 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

７ 

 

⑴ 

学
校
と
生
活 

⑻ 

生
活
や
出
来
事
の 

 

伝
え
合
い 

 

は
じ
め
の
い
っ
ぽ(

４)
 

・きょうから１ねん
せい 

・がくしゅうのはじ
まり 

・がっこうのせいか
つ 

入学前に好きだったことや、やったことなどを思い出したり伝え合ったりする活動を通し

て、小学校生活でやってみたいことを考えたり伝え合ったりすることができ、すでに知って

いることや自分でできていることに気付き、期待と安心をもって学校生活を過ごすことがで

きるようにする。 

【図】 

・おしえてみんなの
すきなもの 

 

(1)入学前から、すでに知っ

ていることや自分でできて 

いることに気付く。 

(2)入学前の経験と比べて、

小学校生活でやってみたい

ことを考えたり伝え合った

りする。 

(3)期待と安心をもって、学

校生活を過ごそうとする。 

(

１)

学
校
と
生
活 

 

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き 

 
 
 
 

 

し
ょ
う
が
っ
こ
う
（
16
） 

・わくわくどきどき
しょうがっこう 

・がっこうをたんけ 
んしよう 

・なにをかんじたか
な 

・じぶんたちであい
にいこう 

・もっとたんけんし
てみよう 

・なにをかんじたか
な 

・げんきにすごそう 
 

学校や通学路を探検する活動を通して、学校の様子や学校生活を支えている人々や友達、

通学路の様子やその安全を守っている人々がいることに気付き、学校生活はさまざまな人や

施設と関わっていること、きまりやマナーを守ると気持ちよく過ごせることがわかり、楽し

く安心して学校生活を送ったり、安全な登下校をしたりできるようにする。 

【国】 

・よろしくね 
・たのしくかこう 

・ほんがたくさん 
【道】 
・がっこうだいすき 

【学級】 
・みんなでなかよく
すごそう 

・どうぞよろしく 
【学校行事】 
・交通安全教室 

・明神たかお

さん 

・渡邊さん 

(駐在所) 

・年長児(おさ 

 とがえり) 

(1)学校探検や通学路探検を

通して、学校での生活はさま

ざまな人や施設と関わって

いることに気付き、生活上必

要な習慣や技能を身に付け

る。 

(2)学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達、通学路の様子やその安全

を守ってくれている人々を

意識して関わる。 

(3)学校の施設の様子、学校

生活を支えている人々や友

達、通学路の様子やその安

全を守ってくれている人々

に関心をもち、楽しく学校

生活を送るとともに、安全

な登下校をしようとする。 

⑺
動
植
物
の
飼
育
・
栽
培 

き
れ
い
に 

さ
い
て
ね 

 

わ
た
し
の
は
な
（
７
） 

・きれいにさいてね 
 わたしのはな 
・タネをまこう 
・まいにちみよう 
・まいにちせわをし 
よう 

・せわをつづけよう 
・たねとりをしよう 
・なにをかんじたか 
 な 

アサガオなどの植物を育てる活動を通して、植物が育つ場所、変化や成長の様子に関心を

もって働きかけることができ、それらは生命をもっていることや成長していることに気付く

とともに、植物に親しみをもち育てている植物に合った世話の仕方や、植物が自分と同じよ

うに生命をもっていることや成長していることに気付き、植物への親しみをもち、大切にで

きるようにする。 

【国】 
・こんなことしたよ 

・えにっきをかこう 
【道】 
・たのしかったハイ 

キング 

・JA高橋さん 

(1)植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物に合った

世話の仕方や、植物が同じよ

うに生命をもっていること

や成長していることに気付

く。 

(2)植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物の育つ場

所、変化や成長の様子に関心

をもって観察したり関わっ

たりする。 

(3)植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物に親し

みをもち、大切にしようと

する。 

⑷
公
共
物
や
公
共
施
設
の
利
用 

⑸
季
節
の
変
化
と
生
活 

⑹
自
然
や
物
を
使
っ
た
遊
び 

き
せ
つ
と
な
か
よ
し 

は
る
・
な
つ
（
１２
） 

・きせつとなかよし 
はる なつ 

・はるをみつけにい
こう 

・いきものわくわく
くいず 

・なつをかんじよう 
・なにをかんじたか
な 

・にゅうがくしてか
らをふりかえろう 

・なつやすみをげん
きにすごそう 

 

春や夏の自然を諸感覚を使って観察したり、自然物を使って遊んだりする活動を通して、

春や夏の特徴や違いを見つけ、それらで遊ぶ方法を考えたり、遊びを楽しく工夫したりする

ことができ、自然や生活の様子の変化、自然の面白さや不思議、野原や公園のきまりを守るこ

となどに気付き、季節の遊びや生活を楽しく創り出すことができるようにする。 

【国】 

・こんなことしたよ 
・えにっきをかこう 
・はなしたいなきき 

たいな 
 
【体育】 

・水あそび 
【道】 
・たのしかったハイ 

キング 

 

(1)春や夏の自然の中で遊ん

だり自然物を使って遊んだ

りする活動を通して、自然の

様子や季節の変化、季節によ

って生活の様子が変わるこ

と、自然遊びのおもしろさや

自然の不思議さ、野原や公園

のルールやマナーを守って

遊ぶことに気付く。 

(2)春や夏の自然の中で遊ん

だり自然物を使って遊んだ

りする活動を通して、春や夏

の違いや特徴を見つけ、遊び

や遊びに使うものを工夫し

てつくる。 

(3)春や夏の自然の中で遊ん

だり自然物を使って遊んだ

りする活動を通して、季節を

生活に取り入れ、みんなと遊

びを創り出そうとする。 

9 

⑺
動
植
物
の
飼
育
・
栽
培 

 

き
れ
い
に 

さ
い
て
ね 

わ
た
し
の
は
な
（
３
） 

・たねとりをしよう 
・なにをかんじたか 
 な 

アサガオなどの植物を育てる活動を通して、植物が育つ場所、変化や成長の様子に関心を

もって働きかけることができ、それらは生命をもっていることや成長していることに気付く

とともに、植物に親しみをもち育てている植物に合った世話の仕方や、植物が自分と同じよ

うに生命をもっていることや成長していることに気付き、植物への親しみをもち、大切にで

きるようにする。 

【国】 
・こんなことしたよ 

・えにっきをかこう 
・はなしたいなきき 
たいな 

 
【道】 
・たのしかったハイ

キング 

・JA高橋さん 

(1)植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物に合った

世話の仕方や、植物が同じよ

うに生命をもっていること

や成長していることに気付

く。 

(2)植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物の育つ場

所、変化や成長の様子に関心

をもって観察したり関わっ

たりする。 

(3)植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物に親し

みをもち、大切にしようと

する。 

９ 

⑺
動
植
物
の
飼
育
・
栽
培 

な
か
よ
く
な
ろ
う
ね 

小
さ
な
と
も
だ
ち
（
１０
） 

・なかよくなろうね 
小さなともだち 

・生きものをさがそ 
 う 
・もっとなかよくな 
りたいね 

・なにをかんじたか 
 な 

動物や虫などを育てる活動を通して、それらの育つ場所、変化や成長の様子に関心をもっ

て働きかけることができ、育てている生きものに合った世話の仕方や、生きものが自分と同

じように生命をもっていることや成長していることに気付き、生きものへの親しみをもち、

大切にできるようにする。 

【国】 

・としょかんはどん
なところ 

・はっけんしたよ 

 
【道】 
・ハムスターのあか

ちゃん 

 

(1)動物や虫などを育てる活

動を通して、生きものに合っ

た世話の仕方や、生きもの同

じように生命をもっている

ことや成長していることに

気付く。 

(2)動物や虫などを育てる活

動を通して、飼育している生

きものの変化や成長の様子

に関心をもって観察したり

関わったりする。 

(3)動物や虫などを育てる活

動を通して、生きものへの親

しみをもち、大切にしようと

する。 



 

10 

 

 

11 

⑷
公
共
物
や
公
共
施
設
の
利
用 

⑸
季
節
の
変
化
と
生
活 

⑹
自
然
や
物
を
使
っ
た
遊
び 

⑻ 

生
活
や
出
来
事
の
伝
え
合
い 

き
せ
つ
と
な
か
よ
し 

あ
き
（
１４
） 

・きせつとなかよし
あき 

・あきを見つけにい
こう 

・生きものわくわく
クイズ 

・なにをかんじたか
な 

・見つけたあきであ
そぼう 

秋の自然を諸感覚を使って観察したり、自然物を使って遊んだりする活動を通して、秋の

特徴や他の季節との違いを見つけ、それらで遊ぶ方法を考えたり、遊びを楽しく工夫したり

することができ、自然や生活の様子の変化、自然の面白さや不思議、野原や公園のきまりを守

ることなどに気付き、季節の遊びや生活を楽しく創り出すことができるようにする。 

【国】 
・なにに見えるかな 
・はっけんしたよ 

 
【道】 
・たのしかったハイ 

キング 
【学級】 
・こうりゅうをけい 

かくしよう 
・こうりゅうかい 
 

【学校行事】 
・収穫祭 
  

・保護者 
・園児 
・藤村さん 

・野瀬さん 
・水足さん 

 

(1)秋の自然の中で遊んだり

自然物を使って遊んだりす

る活動を通して、自然の様子

や季節の変化、季節によって

生活の様子が変わること、自

然遊びのおもしろさや自然

の不思議さ、野原や公園のル

ールやマナーを守って遊ぶ

ことに気付く。 

(2)秋の自然の中で遊んだり

自然物を使って遊んだりす

る活動を通して、秋の特徴や

他の季節との違いを見つけ、

遊びや遊びに使うものを工

夫してつくる。 

(3)秋の自然の中で遊んだり

自然物を使って遊んだりす

る活動を通して、季節を生活

に取り入れ、みんなと遊びを

創り出そうとする。 

12 

 

⑵ 

家
庭
と
生
活 

⑻ 

生
活
や
出
来
事
の
伝
え
合
い 

⑼ 

自
分
の
成
長 

か
ぞ
く
に
こ
に
こ 

 
 

大
さ
く
せ
ん
（
１０
） 

・かぞくにこにこ大
さくせん 

・みんなの 1日をき
いてみよう 

・なにをかんじたか
な 

・いえのしごとにち
ょうせん 

・かぞくにこにこ大
さくせんをしよう 

・なにをかんじたか
な 

・これまでをふりか
えろう 

 ふゆ休みをげん気
にすごそう 

家庭生活に関わる活動を通して、家庭での楽しみ、家庭における自分の生活や役割などに

ついて考えることができ、家庭での生活は互いに支え合っていることが分かり、家族の一員

として、自分の役割を積極的に果たしたり、規則正しく健康に気を付けて生活したりするこ

とができるようにする。 

【国】 
・おもい出してかこ 
う 

【道】 
・おとうさんありが 
とう 

 
【学級】 
・ふゆやすみのすご

しかた 

・保護者 

(1)家庭生活に関わる活動を

通して、家庭での生活は互い

に支え合っていることに気

付くとともに、生活上必要な

習慣や技能を身に付ける。 

⑵家庭生活に関わる活動を

通して、家庭における家族の

ことや自分でできることな

どについて考える。 

(3)家庭生活に関わる活動を

通して、自分の役割を積極的

に果たしたり、規則正しく健

康に気を付けて生活したり

しようとする。 

１ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

３ 

⑷ 

公
共
物
や
公
共
施
設
の
利
用 

⑸
季
節
の
変
化
と
生
活 

⑹
自
然
や
物
を
使
っ
た
遊
び 

き
せ
つ
と
な
か
よ
し 

ふ
ゆ
（
１２
） 

・きせつとなかよし
ふゆ 

・ふゆを見つけにい
こう 

・生きものわくわく
クイズ 

・かぜとあそぼう 
・ゆきやこおりであ
そぼう 

・なにをかんじたか
な 

 

冬の自然に関わる活動を通して、冬の特徴や春や夏、秋との違いを見つけ、遊びや遊びに使

うものを工夫してつくることができ、自然の様子や季節の変化、季節によって生活の様子が

変わること、冬の自然遊びのおもしろさや自然の不思議さ、遊びの準備や後片付けの大切さ

に気付き、みんなと楽しみながら遊びや生活を楽しく創り出すことができるようにする。 

【道】 
・たのしかったハイ 

キング 
・にっぽんのぎょ 
うじ 

【学級】 
・ふゆ休みのすごし 
かた 

・明神りえさ       

ん 

・地域のサロ 

ン 

(1)冬の自然に関わる活動を

通して、自然の様子や季節の

変化、季節によって生活の様

子が変わること、冬の自然遊

びのおもしろさや自然の不

思議さ、遊びの準備や後片付

けの大切さに気付く。 

⑵冬の自然に関わる活動を

通して、冬の特徴や春や夏、

秋との違いにを見つけたり、

遊びや遊びに使う物を工夫

してつくったりする。 

(3)冬の自然に関わる活動を

通して、や冬の自然を利用し

た遊びを通して、みんなと楽

しみながら遊びを創り出そ

うとする。 

⑻ 

生
活
や
出
来
事
の
伝
え
合
い 

⑼
自
分
の
成
長 

も
う 

す
ぐ 

２
ね
ん
せ
い
（
１４
） 

・もうすぐ２年生 
・あたらしい１年生
をむかえよう 

・１年かんをおもい
出そう 

・なにをかんじたか
な 

自分自身の生活や成長を振り返ったり、年長児と関わりを深めたりする活動を通して、自分

の成長を支えてくれた人々について考えることができ、自分が大きくなったこと、自分でで

きるようになったこと、役割が増えたことなどがわかり、これまでの生活や成長を支えてく

れた人々に感謝の気持ちをもち、成長への願いをもって、意欲的に生活できるようにする。 

【国】 
・小学校のことをし
ょかいしよう 

・１年かんのおもい
でブック 

【図】 
・ようこそあたらし
い１ねんせい 

【道】 
・こくばんとうばん 
・いのちのはじまり 
・もりのゆうびんや
さん 

【学級】 
・１日入学にむけて 
・ありがとうをつた
えよう 

・１年間のしめくく
りをしよう 

・もうすぐ２年生 
【学校行事】 
・新入児体験入学 
・６年生を送る会 

・年長児 

・お世話にな

った地域の

方 

(1) 自分自身の生活や成長

を振り返ったり、年長児

と関わりを深めたりす

る活動を通して、自分が

大きくなったこと、自分

でできるようになった

こと、役割が増えたこと

などがわかる。 

⑵自分自身の生活や成長を

振り返ったり、年長児と関わ

りを深めたりする活動を通

して、自分の成長を支えてく

れた人々について考える。 

(3)自分自身の生活や成長を

振り返ったり、年長児と関わ

りを深めたりする活動を通

して、これまでの生活や成長

を支えてくれた人々に感謝

の気持ちをもち、成長への願

いをもって、意欲的に生活し

ようとする。 



令和６年度 津野町立中央小学校 

第 2学年 生活科 年間指導計画 

 

実
施
時
期 

単元名 

(時数) 
主な学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能の基礎 
⑵思考力・判断力・ 

表現力等の基礎 

⑶学びに向かう力・ 

人間性等 

4 

⑶
地
域
と
生
活 

⑸
季
節
の
変
化
と
生
活 

春
だ 

今
日
か
ら 

２
年
生(

６)
 

・校ていで春をさ
がそう 

・春のまちを歩こ
う 

春の自然と関わる活動や身近な地域を歩く活動を通して、身近な自然の変化や地域の人や場所

の働きを見付け、季節ごとに自然や自分たちの生活が変化していることに気付き、身近な自然

の様子を取り入れ、自分の生活を楽しくしようとするとともに、安全に気をつけて生活しよう

とすることができるようにする。 

【国】 

・かんさつしたこ 
とを書こう 
 

【道】 
・２年生になって 

 

⑴春の自然と関わる活動や

身近な地域を歩く活動を通

して、季節ごとに自然が変化

していることや、季節に応じ

て自分たちの生活が変化し

ていることに気付く。 

⑵春の自然と関わる活動や

身近な地域を歩く活動通し

て、身近な自然の変化や特徴

を探したり、地域の人や場所

の働きを見付けたりするこ

とができる。 

⑶春の自然と関わる活動や身

近な地域を歩く活動を通して、

身近な自然の様子を取り入れ、

自分の生活を楽しくしようと

するとともに、安全に気を付け

て生活しようとする。 

5 

⑺
動
植
物
の
飼
育
・
栽
培 

ぐ
ん
ぐ
ん 

そ
だ
て 

わ
た
し
の 

野
さ
い

（
６
） 

・野さいをそだ
てよう 

・野さいのせわ
をしよう 

・野さいのよう
すをつたえ合
おう 

植物を継続的に栽培する活動を通して、これまでの経験を基に、植物の変化や成長の様子に関

心をもって働きかけ、植物が生命をもっていることや成長していることに気付くとともに、生

き物に親しみをもち、大切にしようとすることができるようにする。 

【国】 
・かんさつしたこ
とを書こう 

・サツマイモのそ
だて方 

【算】 

・長さをはかって
あらわそう 

 

・JA 高橋さん 
・松岡さん 

⑴植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物が生命を

もっていることや成長して

いることに気付く。 

⑵植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物の変化や

成長の様子に関心を持って

働きかけることができる。 

⑶植物を継続的に栽培する活

動を通して、生き物に親しみを

もち、大切にしようとする。 

6 

 

⑶
地
域
と
生
活 

 

ど
き
ど
き 

わ
く
わ
く 

 

ま
ち
た
ん
け
ん
（
10
） 

・まちのことを
話そう 

・たんけんの計
画を立てよう 

・まちをたんけ
んをしよう 

・見つけたこと
をつたえ合お
う 

地域のさまざまな場所を訪問したり利用したりする活動を通して、地域の場所と自分との関わ

りを見付け、地域にはさまざまな場所があり、さまざまな人がいることに気付くとともに、地

域の場所や人に親しみをもち、適切に接したり、安全に気をつけて生活したりしようとするこ

とができるようにする。 

【道】 
・あいさつ月間 
 

【学校行事】 
・交通安全教室 

・郵便局 
・谷淵組 
・JA 

・あったかふれ
あいセンター 

・池商店 

・フードセンタ
ー 

・高原スーパー 

・郵便局 
・虎太郎像 
・美容室 

・書道教室 
・花音ｓん 
・駐在所 

⑴地域のさまざまな場所を

訪問したり利用したりする

活動を通して、自分の身近な

地域には、さまざまな場所が

あり、さまざまな人がいるこ

とに気付く。 

⑵地域のさまざまな場所を

訪問したり利用したりする

活動を通して、身近な地域の

場所と自分との関わりを見

付けることができる。 

⑶地域のさまざまな場所を訪

問したり利用したりする活動

を通して、地域の場所や人に親

しみをもち、適切に接したり、

安全に気をつけて生活したり

しようとする。 

7 

 

⑺
動
植
物
の
飼
育
・
栽
培 

 

生
き
も
の 

な
か
よ
し 

 

大
作
せ
ん
（
10
） 

・生きもののこと   
 を話そう 
・生きものをさが
そう 

・生きものをそだ
てよう 

・生きもののこと
をつたえ合おう 

生き物を探したり飼育したりする活動を通して、それらの育つ場所、変化や成長の様子に関心

をもって働きかけ、それらが成長していることや、生命をもっていることなどに気付くととも

に、生き物への親しみをもって、大切にしようとすることができるようにする。 

【音】 

・虫の声 
 
【道】 

・かえってきたホ
タル 

・石川さんのた

んぼ 

⑴生き物を探したり飼育し

たりする活動を通して、生き

物が成長していることや、生

命をもっていることに気付

く。 

⑵生き物を探したり飼育し

たりする活動を通して、生き

物の育つ場所、変化や成長の

様子に関心をもって働きか

けることができる。 

⑶生き物を探したり飼育した

りする活動を通して、生き物へ

の親しみをもって、生き物を大

切にしようとする。 

9 

 

⑹
自
然
や
物
を
使
っ
た
遊
び 

 

う
ご
く 

う
ご
く 

わ
た
し
の 

 
お
も
ち
ゃ
（
12
） 

・つくりたいおも
ちゃをきめよう 

・うごくおもちゃ
をつくろう 

・もっとよくうご
くおもちゃにし
よう 

・あそび方をくふ
うしよう 

身近にあるものを使って、動くおもちゃをつくる活動を通して、よりよく動くように改良した

り、もっと楽しくなるように遊び方やルールを変えたりなどの工夫をし、遊びの面白さや自然

の不思議さに気付くとともに、みんなで楽しみながら遊びを創り出そうとすることができるよ

うにする。 

【国】 
・あそびかたをせ
つめいしよう 

 
【道】 
・こんなときどう

するのかな 
 
【学校行事】 

・収穫祭 
 

・１年生 
・さくらんぼ園 
・教員 

 

⑴身近にある物を使って、動

くおもちゃをつくる活動を

通して、遊びやおもちゃをつ

くる面白さや、自然の不思議

さに気付く。 

⑵身近にあるものを使って、

動くおもちゃをつくる活動

を通して、おもちゃがよりよ

く動くように改良したり、も

っと楽しくなるように遊び

方を変えたりなど、工夫して

おもちゃや遊びをつくるこ

とができる。 

⑶身近にあるものを使って、動

くおもちゃをつくる活動を通

して、みんなで楽しみながら遊

びを創り出そうとする。 

10 

 

⑷
公
共
物
や
公
共
施
設
の
利
用 

 
 

み
ん
な
で
つ
か
う 

ま
ち
の 

し
せ
つ
（
６
） 

・図書かんをつか
おう 

・図書かんのこと
を聞いてみよう 

・みんなでつかう
しせつのことを
話し合おう 

公共物や公共施設の利用を通して、それらのよさを感じたり働きを捉えたりして、身の回りに

はみんなで使う物があることやそれらを支えている人々がいることなどが気付くとともに、そ

れらを大切にし、正しく安全に利用しようとすることができる。 

【学級活動】 
・たくさん本を読

もう 

・図書館 
・あったかふれ

あいセンター 

⑴公共物や公共施設の利用

を通して、身の回りにはみん

なで使うものがあることや、

それらを支えている人々が

いることに気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

⑵公共物や公共施設の利用

を通して、公共物や公共施設

のよさを感じたり、働きを捉

えたりすることができる。 

⑶公共物や公共施設の利用を

通して、公共物や公共施設を大

切にし、正しく安全に利用しよ

うとする。 



 

10 

⑶
地
域
と
生
活 

 

も
っ
と 

な
か
よ
し 

 

ま
ち
た
ん
け
ん
（
12
） 

・たんけんの計画
を立てよう 

・もういちどたん
けんに行こう 

・見つけたことを
しょうかいしよ
う 

・まちの人に聞き
に行こう 

・分かったことを
話し合おう 

地域の人々と関わる活動を通して、地域で生活したり、働いたりしている人と自分たちの生活

との関りを見付け、自分たちの生活はさまざまな人や場所と関わっていることや、地域の人々

が地域に寄せる思いに気付くとともに、地域の人々に親しみや愛着をもち、適切に接したり、

安全に生活したりしようとすることができるようにする。 

【学級活動】 
・なかよし集会 

・たくさん本を読
もう 

・あったかふれ
あいセンター 

・図書館 
・高原スーパー 
・どんぐり農園

グリューネ 
・高原スーパー 
・ガソリンスタ

ンド 
・川上縫製工場 
 

 

⑴地域の人々と関わる活動

を通して、自分たちの生活

は、地域のさまざまな人や場

所と関わっていることや、地

域の人々が地域に寄せる思

いに気付く。 

⑵地域の人々と関わる活動

を通して、地域で生活した

り、働いたりしている人と自

分たちの生活との関わりを

見付けることができる。 

⑶地域の人々と関わる活動を

通して、地域の人々に親しみや

愛着をもち、適切に接したり、

安全に生活したりしようとす

る。 

11 

11 

⑺
動
植
物
の
飼
育
・
栽
培 

ぐ
ん
ぐ
ん 

そ
だ
て 

わ
た
し
の 

野
さ
い
（
４
） 

・野さいをしゅう
かくしよう 

植物を継続的に栽培する活動を通して、これまでの経験を基に、植物の変化や成長の様子に関 

心をもって働きかけ、植物が生命をもっていることや成長していることに気付くとともに、生 

き物に親しみをもち、大切にしようとすることができるようにする。 

【国】 

・ありがとうをつ
たえよう 

・JA 高橋さん 

・野瀬さん 

⑴植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物が生命

をもっていることや成長し

ていることに気付くととも

に、生活上必要な習慣や技

能を身に付ける。 

⑵植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物の変化や

成長の様子に関心を持って

働きかけることができる。 

 

⑶植物を継続的に栽培する活

動を通して、生き物に親しみ

をもち、大切にしようとす

る。 

12 

⑶
地
域
と
生
活 

⑷
公
共
物
や
公
共
施
設
の
利
用 

⑻
生
活
や
出
来
事
の
伝
え
合
い 

 

つ
な
が
る 

広
が
る 

 

 

わ
た
し
の 

生
活
（
12
） 

・つたえたいなま
ちのすてき 

・もっとくわしく
しらべよう 

・つたえたいこと
をまとめよう 

・まちのすてきを
とどけよう 

自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して、相手のことを想像した

り、伝えたいことや伝え方を選んだりして、身近な人々と関わることのよさや楽しさが分かる

とともに、進んで触れ合い交流しようとすることができるようにする。 

【国】 
・この人をしょう
かいします 

・図書館 
・あったかふれ
あいセンター 

・図書館司書さ
ん 

・明神りえさん ⑴自分たちの生活や地域の

出来事を身近な人々と伝え

合う活動を通して、身近な

人々と関わることのよさや

楽しさに気付く。 

⑵自分たちの生活や地域の

出来事を身近な人々と伝え

合う活動を通して、相手のこ

とを想像したり、伝えたいこ

とや伝え方を選んだりする

ことができる。 

⑶自分たちの生活や地域の出

来事を身近な人々と伝え合う

活動を通して、地域の人々に親

しみをもち、進んで触れ合い、

交流しようとする。 

1 

 

⑼
自
分
の
成
長 

 

あ
し
た
へ 

ジ
ャ
ン
プ
（
27
） 

・大きくなった自
分のことをふり
かえろう 

・大きくなった自
分のことをしら
べよう 

・自分のことをま
とめよう 

・ありがとうの気
もちをつたえよ
う 

自分の生活や成長をふりかえる活動を通して、過去と現在の自分を比べたり、支えてくれた人々

との関係を見付けたりして、自分でできるようになったことや、役割が増えたことなどに気付

くとともに、支えてくれた人々に感謝の気持ちをもち、これからの学習や生活への願いをもっ

て意欲的に生活しようとすることができるようにする。 

【国】 

・「ありがとう」
をつたえよう 

 

【道】 
・生まれるという
こと 

・こうさとびがで
きた 

 

【学級活動】 
・まとめの集会を
けいかくしよう 

・まとめの集会 

・保護者 

・幼稚園の先生 
・上級生 

⑴自分の生活や成長を振り

返る活動を通して、自分でで

きるようになったことや役

割が増えたことに気付く。 

⑵自分の生活や成長を振り

返る活動を通して、過去と現

在の自分を比べたり、自分の

成長を支えてくれた人々と

の関係を見付けることがで

きる。 

⑶自分の生活や成長を振り返

る活動を通して、自分の成長を

支えてくれた人々に感謝の気

持ちを持ち、これからの学習や

生活への願いをもって意欲的

に生活しようする。 

2 

3 



令和６年度 津野町立中央小学校 

第 3学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

 

 

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

(時数) 
主な学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能 
⑵思考力・判断力・ 

表現力等 

⑶学びに向かう力・ 

人間性等 

4 

津
野
町
の
自
慢
の
魅
力 

 
 
 
 
 

・ 
 
 
 
 
 

津
野
町
の
自
慢
に
関
わ
る
人
々
の
思
い 

津
野
町
の
じ
ま
ん
っ
て
何
？ 

～
ど
ん
な
人
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
？
～
（
２０
） 

(1)津野町の自慢は何か
を自分たちで考え、た
くさんある自慢の中か
ら、知りたいことを課
題に設定する。 

(2)グループごとに、自慢
について調べる方法を
話し合い、インタビュ
ーや現地訪問などを行
う。 
※お茶摘み、茶工場の
見学、お茶もみを行い、
お茶の作り方を知る。
（社会科と関連） 

(3)「お茶」「天狗高原」「役
場」の３つのグループ
に分かれ、それぞれ見
学や体験で知ったこと
をまとめ、さらに知り
たくなったことをイン
ターネットを用いて調
べたり、くわしい方の
話を聞いたりしてまと
める。 

(4)調べたことをポスタ
ー、チラシ、パンフレッ
ト等にまとめ、発信す
る準備をする。 

 
 

津野町の自慢について考え、自慢に関わる人の話を聞いたり、自慢の場所に行ってみたり

するなどの体験活動を通して、そのよさを理解し、自慢について調べたことや話し合ったこ

とをもとに、自分たちにできることを考えるとともに、行動したり、生活したりできるよう

にする。 

【国】 
・メモを取り
ながら聞こ
う 

・書き手の工
夫を考えよ
う 

 
【社】 
・わたしたち
のまちと市 

 
【音】 
・茶つみ 
 
【道】 
・気持ちのい
いあいさつ 

 
【学級活動】 
・当番の仕事 
・係の仕事 
 

 
・JA高橋さん 
 
・地域おこし
協力隊  
井上さん 

 
・お茶農家の  
三原さん 

 
・地域の方 
 
・役場 
 教育委員会 
  三本さん 
 産業課 
  戸田さん 
 
・星降るヴィ
レッジ
TENGU 

  支配人 
 
・学芸員、観
光ガイド 

  田中さん 
 

5 

①津野町の自慢に関わる方

の努力や工夫について理

解する。（知識） 
②課題である津野町の自慢
を知るために、インタビュ
ーや体験活動を行い、調べ
るなかで、情報整理の技能
を身に付ける。（技能） 

③津野町の自慢に関する知
識の深まりは、津野町の自
慢についての知識を身に
つけるために探究的に学
習してきたことによる成
果であると気付く。（探究
的な学習のよさの理解） 

①津野町の自慢の中でも、特に

調べたいことを課題を設定

することができる。（課題の

設定） 

②課題を解決するために、様々

な方法の中から、手段を選

び、必要な情報を収集するこ

とができる（情報の収集） 

③集めた情報を比較、分類し、

関係づけたりしながら、課題

の解決に向けて考えること

ができる。（整理・分析） 
④伝える相手や場面に応じて、
適切なまとめ方を考え、工夫
してまとめ、表現することが
できる。（まとめ・表現） 

①課題の解決に向けた活

動を通して、自分の身の

回りの地域を見つめ直

し、そのよさを実感し、

自慢を知る活動に積極

的に取り組もうとする。 

（自己理解・他者理解） 

②体験や見学を通して、課

題の解決に向けて、友達

と協働して探究活動に

取り組もうとする。 

（主体性・協働性） 
③津野町の自慢に関わる
人たちの努力や工夫を
伝えるために、自分たち
にできることを考え、取
り組もうとする。 

（将来展望・社会参画） 

6 

7 

9 
津
野
町
の
じ
ま
ん
を
も
っ
と
知
っ
て
伝
え
よ
う
！ 

～
じ
ま
ん
は
地
い
き
の
宝
物
～
（
３５
） 

(1)「津野町の自慢をもっ
と知って伝えよう！」
というテーマを示し、
グループごとに、課題
を設定する。 

(2)グループの目的にあ
った内容にするために
集めたい情報の見通し
をもって情報収集す
る。 

(3)津野町の自慢と言え
る「人」「もの」「こと」
が、多くの人に伝わる
内容になっているか、
足りない情報がないか
など、グループで情報
の整理・分析を行う。 

(4)調べたことをポスタ
ー、チラシ、パンフレッ
ト等にまとめ、発信す
る。 

 
 

自分たちが選んだ津野町の自慢に関わる人の活動の見学や、体験活動を通して、その人

たちの工夫や努力を理解し、自慢が地域にとって大切な存在であることに気付き、そのよ

さを広めるために自分たちにできることを考えたり、行動したりできるようにする。 

【国】 
・案内の手紙
を書こう 

・きょうみを
持ったこと
をしょうか
いしよう 

 
【社】 
・はたらく人
とわたした
ちのくらし 

 
【道】 
・ふるさとの
味 土佐文
旦 

・公園のひみ
つ 

 
・満天の星の
工場の方 

 
・JA高橋さん 
 
・地域おこし
協力隊  
井上さん 
 

・お茶農家の  
三原さん 

 
・地域の方 
 
・役場の方 
 
・星降るヴィ
レッジ
TENGUの方 

 
・学芸員、観
光ガイド 

  田中さん 

10 

①津野町の自慢に関わる方

の努力や工夫について理

解する。（知識） 

②津野町の自慢に携わる人

の工夫や努力、思いを知る

ためにその人たちの実際

の活動を見たり、体験した

りする中で、より深く知り

たいことをインタビュー

するなど、情報収集の技能

を身に付ける。（技能） 

③津野町の自慢に関する知

識の深まりは、津野町のよ

さをより広めようとする

ために探究的に学習して

きたことによる成果であ

ると気付く。（探究的な学

習のよさの理解） 

①小単元１のポスター、チラ

シ、パンフレット等を見直

し、自慢を広めるために、ど

のように調べるか、何を調べ

るか解決の見通しをもって、

計画を立てている。（課題の

設定） 

②課題を解決するために、様々

な方法の中から、手段を選

び、必要な情報を収集するこ

とができる。（情報の収集） 

③集めた情報を比較、分類し、

関係づけたりしながら、課題

の解決に向けて考えること

ができる。（整理・分析） 

④伝える相手や場面に応じて、

適切なまとめ方を考え、工夫

してまとめ、表現することが

できる。（まとめ・表現） 

①課題の解決に向けた活

動を通して、地域を見つ

め直し、津野町の自慢を

大切にして、地域活性化

に取り組む人たちと自

分の関わりを見直そう

とする。（自己理解・他者

理解） 

②地域の方へのインタビ

ューや工場見学の体験

を通し、課題の解決に向

けて、友達と協働して探

究活動に取り組もうと

する。（主体性・協働性） 

③津野町の自慢に関わる、

地域の人たちの努力を

伝えるために、自分たち

にできることを考え、取

り組もうとする。 

（将来展望・社会参画） 

11 

12 

津
野
町
の
じ
ま
ん
広
げ
隊 

～
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
な
？
～
（
１５
） 

(1)「津野町のじまん広げ
隊～できることないか
な？～」というテーマ
を示し、グループごと
に、課題を設定する。 

(2)より多くの人に自慢
を知ってもらうための
方法を考え、地域の方
や他地域の例からも学
ぶ。 

(3)考えたことをどのよ
うに伝えると、津野町
の自慢が多くの人に伝
わるかを考え、実行す
る。 

(4)学習を通して学んだ
ことをまとめ、自分と
地域の関わりを見つめ
直す。 

津野町の自慢について知ったことをより多くの人に知ってもらう方法を考える活動を通

して、自分と津野町の自慢の関わりを見つめ直し、そのよさや魅力を理解し、津野町の魅力

を知ってもらうために、自分たちにできることを考え、行動できるようにする。 

【国】 
・考えと理由 
 
【社】 
・わたしたち
の市の歩み
（かわる道
具とくら
し） 

 
【道】 
・自分たちに
できること 

 

 
・津野町の自
慢に関わっ
ている方た
ち 

 
・お世話にな
った人たち 

 
・中央小学校
全校 

 
・お茶農家の
方 

1 

①津野町の自慢に関わる方

の努力や工夫について理

解する。（知識） 

②津野町の自慢に携わる人

の工夫や努力、思いを知る

ためのインタビューや他

地域の活動を調べる方法

など、情報収集の技能を身

に付ける。（技能） 

③津野町の自慢に関する知

識の深まりは、そのよさを

より広めようとするため

に探究的に学習してきた

ことによる成果であると

気付く。（探究的な学習の

よさの理解） 

①津野町の自慢の中でも特に

広げたいこと、自分たちがや

ってみたいことを基に、課題

を設定することができる。

（課題の設定） 

②課題を解決するために、様々

な方法の中から、手段を選

び、必要な情報を収集するこ

とができる。（情報の収集） 

③集めた情報を比較、分類し、

関係づけたりしながら、課題

の解決に向けて考えること

ができる。（整理・分析） 

④伝える相手や場面に応じて、

適切なまとめ方を考え、工夫

してまとめ、表現することが

できる。（まとめ・表現） 

①課題の解決に向けた活

動を通して、地域を見つ

め直し、より多くの人

に、津野町の自慢を知っ

てもらえるよう、自分が

学んだことを活かした

活動に積極的に取り組

もうとする。（自己理解・

他者理解） 

②地域の方へのインタビ

ューなどの体験を通し、

課題の解決に向けて、友

達と協働して探究活動

に取り組もうとする。

（主体性・協働性） 

③津野町の自慢に関わる

地域の人たちの努力を

伝えるために、自分たち

にできることを考え、取

り組もうとする。（将来

展望・社会参画） 

2 

3 



令和 6 年度 津野町立中央小学校 

第 4学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

 

 

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

(時数) 
主な学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能 
⑵思考力・判断力・ 

表現力等 

⑶学びに向かう力・ 

人間性等 

4 

四
万
十
川
と
山
の
魅
力 

 
 
 
 
 

・ 
 
 
 
 
 

四
万
十
川
と
山
に
関
わ
る
産
業
や
保
全
に
関
わ
る
人
々
の
思
い 

四
万
十
川
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
（
２５
） 

(1)四万十川の魅力につ
いて考えたり、実際に
川へ行って体験したり
したことをもとに、課
題を見出し、解決する
ための見通しを持たせ
る。 

 
(2)四万十川の特色につ
いて、体験や調査を通
して情報を整理する。 
・鮎の放流 
・川の調査 
・水生生物調査 
・清流度調査 
 

 
(3)四万十川の特色につ
いて、分類してグルー
プごとに調べたい情報
を収集する。 

 
(4)調べたことをまと
め、今後の見通しを持
つ。 

四万十川について調査する活動を通して、自分の身の回りの地域の自然を見つめ、そのよ
さや魅力を理解し、自分と地域の関わりを考えながら生活したり、行動したりすることが
できるようにする。 

【国】 
・話を聞いて
質問しよう 

 
【社】 
・ごみはどこ
へ 

・水はどこか
ら 

 
【理】 
・季節と生き
物 

 
【道】 
・命をつなぐ
岬 

 

・四万十川財 
 団 
（神田さん） 
 

5 

①自分の身の回りの地域の
自然を見つめ、そのよさ
や魅力を理解する。 

（知識）  
②四万十川にすむ生物の状
況を捉えるために、生物
種や生息環境に応じた方
法で調査を実施する。 

        （技能） 
③四万十川に対する自らの
認識の高まりは、川とそ
こに生息する生物や、川
の調査を探究的に学習し
てきたことの成果である
ことに気付く。 

（探究的な学習のよさの理
解） 

①川の調査から問いを見いだ
し、四万十川を探る課題を
自らつくり、解決に向けて
見通しをもつ。 

（課題の設定） 
②四万十川に関する事柄につ
いて、自分なりの手段を選
択し、情報を収集する。 

（情報の収集） 
③課題の解決に必要な情報を
取捨選択したり、複数の情
報を比較したり分類したり
しながら解決に向けて考え
る。 

（整理・分析） 
④四万十川の特色を知っても
らうために、自分の考えを
まとめ、適切な方法で表現
する。 

（まとめ・表現） 

①課題解決に向けて、自
分のよさや自分にでき
ることに気付き、自分
と異なる意見や考えが
あることを知り、探究
活動に取り組もうとす
る。 

（自己理解・他者理解） 
②水生生物調査や川の調
査の活動を通して、課
題解決に向けて、友達
と協働して探究活動に
取り組もうとする。 
（主体性・協働性） 

③四万十川の特色を知っ
てもらうために、自分
たちにできることを見
つけ、問題解決のため
に行動に移そうとす
る。 

（将来展望・社会参画） 

6 

7 

9 

四
万
十
川
の
魅
力
を
感
じ
よ
う
（
２５
） 

(1)四万十川の魅力を体
験しながら、探究課題
を設定する。 

・川遊び 
・カヌー体験 
・源流点の調査 
・せいらんの調査 
・ネイチャーゲーム体験 
・鮎料理体験 
  
 
(2)四万十川の魅力につ
いて、インタビューや
調べ学習を通して情報
を収集する。 

 
(3)集めた情報を整理し、
四万十川の魅力を分析
する。 

 
(4)調査・体験活動を通し
て感じたことや考えた
こと、課題をまとめ、発
表する。 

四万十川の魅力を感じる活動を通して、自分の身の回りの地域の自然を見つめ、山と川と
の関係を理解し、四万十川の魅力を広めるためにできることを多面的・多角的な見方から
話し合ったり、考えたりすることができるようにする。 

【国】 
・お願いやお
礼の手紙を
書こう 

・「和と洋新
聞」を作ろ
う 

 
【社】 
・自然災害に
そなえるま
ちづくり 

・昔から今へ
と続くまち
づくり 

 
【理】 
・雨水と地面 
・水のすがた
の変化 

・水のゆくえ 
 
【道】 
・このままに
していたら 

・琵琶湖のご
み拾い 

 
 

・魚族保護会 
（豊田庄二さ
ん） 

 
・B＆G海洋セ
ンター育成
士 

（川田常生さ
ん） 

 
・学芸員 
（田中勝幸さ
ん） 

 
・せいらん 
（西田善章さ
ん） 

 
・ネイチャー
ゲーム 
（藤村佑子さ
ん） 
 
・鮎料理 
（豊田坂江さ
ん） 

 
・地域の方 

10 

①体験活動を通して、四万
十川のよさを理解する。     

（知識） 
②四万十川の生物や川遊
び、特色などの様々な情
報を比較・分類・関連付
けるなど、情報収集の技
能を身に付ける。 

        （技能） 
③四万十川の魅力に関する
知識の深まりは、四万十
川の魅力を探究的に学習
してきたことの成果であ
ることに気付く。 

（探究的な学習のよさの理
解） 

①体験活動から課題を設定
し、解決に向けて見通しを
もつ。（課題の設定） 

②インタビューや調べ学習な
ど、自分なりの手段を選択
し、情報を収集する。       

（情報の収集） 
③課題の解決に必要な情報を

取捨選択したり、複数の情
報を比較したり関係づけた
りしながら解決に向けて考
えることができる。 

（整理・分析） 
④四万十川の魅力について、
新聞作り等を活用しなが
ら、適切な方法で表現する
ことができる。 

（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた自己
の取組を振り返ること
を通して、自分の意思
で探究活動に取り組も
うとする。 

（自己理解・他者理解） 
②体験活動やインタビュ
ーを通して、課題解決
に向けて、友達と協働
して探究活動に取り組
もうとする。 
（主体性・協働性） 

③自分と川や地域の人々
等とのつながりに気付
き、川の魅力を知って
もらうために自分たち
ができることを見直そ
うとする。 

（将来展望・社会参画） 
 

11 

12 

1 

四
万
十
川
源
流
点
の
観
光
客
数
を
増
や
そ
う
（
２０
） 

(1)小単元１・２を振り返
り、課題を設定する。 

 
(2)四万十川の魅力を知
ってもらうために、情
報を整理、分析する。 

 
(3) 学習を通して学んだ
ことをリバーマップや
チラシにまとめる。 

 
(4) 四万十川の魅力を他
の地域に向けて発信す
る。 

四万十川源流点の観光客数を増やす活動を通して、自分の身の回りの地域を見つめ直し、
そのよさや魅力を理解し、自分たちにできることを考えるとともに、地域と協力しながら
地域のよさを残していこうとしたり、行動したりすることができるようにする。 

【国】 
・調べたこと
をほうこく
しよう 

 
【社】 
・わたしたち
の県のまち
づくり 

 
【理】 
・生き物の１
年 

 
【道】 
・祭りだいこ 
 

・魚族保護会
（豊田さん） 
 
・せいらん 
（西田さん） 
 
・川田さん 

2 

①四万十川に関わる人の努
力や工夫について理解す
ることができる。 

  （知識） 
②集めた情報を比較・分
類・関連付けるなど、情
報収集の技能を身に付け
る。   

（技能） 
③四万十川の魅力に関する
知識の深まりは、四万十
川の魅力を探究的に学習
してきたことの成果であ
ることに気付く。 

（探究的な学習のよさの理
解） 

①四万十川の魅力課題を設定
することができる。（課題の
設定） 

②自分なりの手段を選択し、
情報を収集することができ
る。 

（情報の収集） 
③課題の解決に必要な情報を
取捨選択したり、複数の情
報を比較したり関係付けた
りしながら、解決に向けて
考えることができる。 

（整理・分析） 
④伝える相手に応じて、自分
の考えをまとめ、適切な方
法で表現する。 

（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた過程
を通して、自分と地域
の関わりを見直し、自
分自身について理解し
ようとしたり、異なる
意見や他者の考えを受
け入れて尊重しようと
したりする。 

（自己理解・他者理解） 
②友達と協働して探究活
動に取り組もうとす
る。 
（主体性・協働性） 

③自分たちにできること
を考え、問題解決のた
めに、自分のこととし
て取り組もうとする。 

（将来展望・社会参画） 

3 



令和６年度 津野町立中央小学校 

第 5学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

 

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

(時数) 
主な学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） 
⑴知識及び技能 

⑵思考力・判断力・ 

表現力等 

⑶学びに向かう力・ 

人間性等 

4 

北
川
川
の
鮎
に
お
け
る
魅
力
の
発
信 

 
 
 
 
 

・ 
 
 
 
 

北
川
川
の
鮎
に
関
わ
る
人
々
の
思
い 

利
き
鮎
会
に
出
場
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
！
（
２４
） 

(1)前学年の取組を
振り返り、「2024 清
流めぐり利き鮎会に
出場し、グランプリ
を取れるようにしよ
う！」という課題を
設定する。 
(2)案山子の設置や
ポスターづくり、ゴ
ミ拾いなどの取組を
通して情報を収集す
る。 
(3)調査結果や取組
を整理したり、取組
の効果を分析したり
する。 
(4)調査結果や取組
の成果をまとめ、北
川川の鮎を広めたい
という意欲をもたせ
る。 

自分たちの住む東津野地域の川や山の問題点を解決するための調査や取組を通して、自分の身の回

りの地域を見つめ直し、そのよさや魅力を理解し、北川川が清流めぐり利き鮎会でグランプリを取

れるように、自分たちにできることを考えるとともに、地域と協力しながら地域のよさを残してい

こうとしたり、行動したりすることができるようにする。 

【国】 
・知りたいこと
を聞き出そう 

・地域のみりょ
くを伝えよう 

 
 
【理】 
・天気の変化 
・植物の発芽や
成長 

 
 
【社】 
・国土の気候と
地域の特色 

・未来を支える
食料生産 

 

 
・石川さん 
 
・地域の方々 
 
・豊田さん 
 
・役場建設課 
 
・郷郵便局 
 
・のうか民宿
竹城 

 
・石窯ピザ

OPA 
 
・つのやまク
リニック 

5 

①北川川の環境や鮎の実態や課
題を理解するとともに、その
環境を後世に残していこうと
活動を続けている人や組織
の、思いや努力に気付く。 

（知識） 
②北川川が利き鮎会でグランプ
リを取れるようにするため
に、様々な情報を比較・分類
するなど、探究の過程に応じ
た技能を身に付ける。 

（技能） 
③北川川を大切に守り、利き鮎
会でグランプリを取ってほし
いという自己の思いの変容
は、地域の自然やその魅力に
ついて探究的に学んだことに
よる成果であると気付く。 

（探究的な学習のよさの理解） 

①北川川の鮎や環境について得
た情報を結び付け、来年グラ
ンプリを取れるようにするに
はどうすればよいか考え、課
題を設定することができる。 

（課題の設定） 
②北川川が利き鮎会でグランプ
リを取れるようにするため
に、自分なりの手段を選択
し、情報を収集することがで
きる。 

（情報の収集） 
③課題の解決に必要な情報を取
捨選択したり、複数の情報を
比較したり関係付けたりしな
がら、解決に向けて考えるこ
とができる。 

（整理・分析） 
④北川川が利き鮎会でグランプ
リを取れるようにするため
に、自分たちにできることを
考え、伝える相手に応じて、
自分の考えをまとめ、適切な
方法で表現する。 

（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた過程を通し
て、自分と地域の関わりを見
直し、自分自身について理解
しようとしたり、異なる意見
や他者の考えを受け入れて尊
重しようとしたりする。 

（自己理解・他者理解） 
②ゴミ拾いやポスター作りなど
を通して、課題解決に向け
て、友達と協働して探究活動
に取り組もうとする。 

（主体性・協働性） 
③北川川が利き鮎会でグランプ
リを取れるようにするため
に、自分たちにできることを
考え、問題解決のために、自
分のこととして取り組もうと
する。 

（将来展望・社会参画） 

6 

7 

9 
北
川
川
の
鮎
の
魅
力
を
広
め
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
？
（
３０
） 

(1)小単元１を振り
返り、「北川川の鮎
を広めるためには
どうすればよい
か」という課題を
設定し、２学期の
学習の関心を高め
る。 

(2)北川川の鮎に関
するゲームや北川
川の鮎を使った定
食づくりについて
調査や試作を通し
て情報を収集し、
取組を考え、実際
に行う。 

(3)調査結果や試作
した結果を整理し
たり、実施するこ
とへの効果を分析
したりする。 

(4)北川川の鮎に関
するゲームや北川
川の鮎を使った定
食づくりについ
て、今までの学習
を通して、情報収
集したことをまと
める。 

北川川の鮎に関するゲームや北川川の鮎を使った定食づくりについての調査や試作を通して、北川
川の鮎を広めようとする人たちの工夫や努力、地域への思いを理解し、地域のよさや課題解決に向け
た改善策について、自分たちから発信する方法を考える。また、異なる意見や他者の考えを受け入れ
ながら、探究活動に取り組んでいくことができる。 

【国】 
・和の文化を受
け継ぐ 

 
【社】 
・未来を支える
食料生産 

 
【理】 
・花から実へ 
 
【家】 
・食べて元気！
ごはんとみそ
汁 

 
【外】 
・Unit7 
 What would 
you like? 

 
【道】 
・おじいちゃん
のばち 

 
【学校行事】 
・収穫祭 

・豊田さん 
 
・石川さん 
 
・地域の方 
 
・保護者 
 
・ヘルスメイ    
ト 10 

①北川川の鮎を広めようとする

人々の工夫や努力、地域への

思いを理解する。（知識） 

②食材や調理方法などの様々な

情報を比較・分類・関連付け

るなど、探究の過程に応じた

情報整理の技能を身に付け

る。（技能） 

③北川川の鮎に対する自らの認

識の高まりは、北川川の鮎に

ついて探究的に学習してきた

ことの成果であると気付く。 

（探究的な学習のよさの理解） 

 

①北川川の鮎を広めるために、

取り組まなければならない課

題を発見し、どのような方法

で情報を集めればよいか意見

を出し合うことができる。 

（課題の設定） 

②鮎に関するゲームや鮎を使っ

た定食を開発するために、手

段を選択して多様な方法で情

報を収集したり、種類に応じ

て蓄積したりすることができ

る。    （情報の収集） 

③課題の解決に必要な情報を取

捨選択したり、複数の情報を

比較したり関係付けたりしな

がら、解決に向けて考えるこ

とができる。 （整理・分析） 

④北川川の鮎を広めるために自

分たちにできることを考え、

伝える相手や目的に応じて、

自分の考えをまとめ、適切な

方法で表現することができ

る。（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた過程を通し

て、自分と地域の関わりを見

直し、自分自身について理解

しようとしたり、異なる意見

や他者の考えを受け入れて尊

重しようとしたりする。 

（自己理解・他者理解） 

②ゲーム作りやメニュー作りな

どの活動を通して、課題解決

に向けて、友達と協働して探

究活動に取り組もうとする。  

（主体性・協働性） 

③北川川の鮎を広めるために自

分たちにできることを考え、

問題解決のために、自分のこ

ととして取り組もうとする。 

（将来展望・社会参画） 
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1 

北
川
川
の
鮎
の
魅
力
、
発
信
！
（
１６
） 

(1)北川川の鮎に関
わる情報をたくさ
んの人に知っても
らう方法を考え
て、津野町のよさ
の１つとして発信
することを確認
し、関心を高める。 

(2)情報発信の手段
について調べる。 

(3)情報を発信した
い相手にあった発
信の方法を整理・
分析して、決定す
る。 

(4)北川川の鮎の魅 
力を発信し、自分 
たちにできるこ 
とや地域の活性 
化に繋がること 
に目を向ける。 

北川川の鮎を町内外の人に発信する活動を通して、伝えたい相手や内容によって工夫が必要である
ことを理解し、地域のために自分たちにできることが何かを考えるとともに、津野町のよさを再確認
することができる。 

【社】 
・未来とつなが
る情報 

 
【図】 
・動いてクレイ
アニメーショ
ン 

 
【道】 
・おじいちゃん
のばち 

 

 
・石川さん 
 
・地域の方 
 
・保護者 

2 

①津野町のよさを発信する手段
について調べ、発信する相手
に合った手段を選ぶことがで
きる。（知識） 

②発信する際に必要な人との関
わり方（声掛け・態度など）
や ICT機器の技能を身につけ
る。（技能） 

③津野町のよさを発信したいと

思う気持ちは、北川川の鮎に

ついて探究的に学習してきた

ことの成果であると気付く。 

（探究的な学習のよさの理解） 
 
 
 

① 北川川の鮎の魅力を発信す
ることの課題を見出し、相
手に応じて伝える方法や手
順を考えて計画を立てるこ
とができる。（課題の設定） 

②町外で行われている、食に関
わる活動について知ったり、
発信の手段について調べたり
することができる。（情報の収
集） 

③自分たちにできる発信方法を
見出し、どのようにアピール
すれば相手に伝わるか考える
ことができる。（整理・分析） 

④北川川の鮎について学んだこ
とを町外の人に知らせること
で、地域をアピールする。 

（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた過程を通し

て、自分と地域の関わりを見

直し、自分自身について理解

しようとしたり、異なる意見

や他者の考えを受け入れて尊

重しようとしたりする。 

（自己理解・他者理解） 
②町内外の人と関わる活動の中
で、他者と協働して活動に参
加しようとする。 

（主体性・協働性） 
③探究的な活動を通して、津野
町の食のよさを伝えること
で、自分と地域の関わりを再
認識し、地域のためにできる
ことを考え取り組もうとす
る。（将来展望・社会参画） 

3 



令和６年度 津野町立中央小学校 

第 6学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

(時数) 
主な学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能 ⑵思考力・判断力・ 
表現力等 

⑶学びに向かう力・ 
人間性等 

 

4 

 

東
津
野
地
域
の
産
業
と
産
業
に
関
わ
る
人
々
の
思
い 

津
野
町
の
現
状
を
調
査
し
、
問
題
点
を
調
べ
よ
う
（
２０
） 

(1)津野町の産業の実
態や課題を知り、探
究課題を設定する。 

(2)津野町における人
口減少問題の実態や
課題、その改善に向
けた工夫や努力につ
いて、見学や体験、
インタビューを通し
て情報を収集する。 

(3)思考ツールを用い
て津野町における人
口減少問題の実態や
課題、その改善に向
けた工夫や努力につ
いて整理し、考察す
る。 

(4)どのようにすれば
津野町の魅力を高
め、広めることがで
きることを考える。 

津野町の人口減少問題について調べたり、役場の方にインタビューする活動を通し
て、津野町の人口減少問題の実態や課題、その改善に向けた工夫や努力を理解し、津
野町の知名度を高め、広めるために自分たちにできることを考えるとともに、自分と
地域の関わりを考えながら生活したり、行動したりすることができるようにする。 

【国】 
・インターネ
ットの投稿
を読み比べ
よう 

・場面に応じ
た言葉づか
い 

 
【道】 
・礼儀正しい
ふるまい 

 
【学級】 
・挨拶とﾏﾅｰ 
・卒業式で自
分の夢を伝
えよう 

・津野町長 
 
 
津野町役場 
・町民課 
・産業課 
・教育委員会 
・健康福祉課 
・介護福祉課 
・観光推進課 
・町づくり推
進課 

 

①津野町の人口減少問題
の実態や課題、その改善
に向けた工夫や努力を
理解することができる。
（知識） 

②人口減少問題の課題や
役場の方の思いなどの
様々な情報を比較・分
類・関連付けるなど、探
究の過程に応じた情報
整理の技能を身に付け
る。（技能） 

③津野町の人口減少問題
に対する自らの認識の
高まりは、津野町の魅力
を高め、広めるために探
究的に学習してきたこ
との成果であると気付
く。（探究的な学習のよ
さの理解） 

①津野町の魅力や課題から
得た情報を結び付け、複雑
な問題状況の中から課題
を発見し設定することが
できる。（課題の設定） 

②津野町の人口減少問題の
実態や課題を把握するた
めに、 手段を選択して多
様な方法で収集したりす
ることができる。（情報の
収集） 

③課題の解決に必要な情報
を取捨選択したり、複数の
情報を比較したり関係付
けたりしながら、解決に向
けて考えることができる。
（整理・分析） 

④津野町の魅力を高め、広
めるために自分たちにで
きることを考え、伝える
相手や目的に応じて、自
分の考えをまとめ、適切
な方法で表現することが
できる。（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた過
程を通して、自分と地
域の関わりを見直し、
自分自身について理
解しようとしたり、異
なる意見や他者の考
えを受け入れて尊重
しようとしたりする。
（自己理解・他者理
解） 

②役場の方へのインタ
ビューなどの活動を
通して、課題解決に向
けて、友達と協働して
探究活動に取り組も
うとする。 

（主体性・協働性） 
③津野町の魅力を高め、
広めるために自分た
ちにできることを考
え、問題解決のため
に、自分のこととして
取り組もうとする。 

（将来展望・社会参画） 
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6 

 

7 
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 『
わ
ざ
わ
ざ
来
た
く
な
る
町 

津
野
町
』
を
目
指
し
て
（
３０
） 

(1)津野町に移住して
きた人の話をもと
に、津野町の魅力を
再確認し、魅力を高
め広めるという探究
課題を設定する。 

(2)チームごとに分か
れ、津野町の魅力を
高め、広めるための
計画を立て自分たち
で取組を行う。また、
地域の方と協力して
取組を行い、準備を
進める。 

(3)チームごとに取り
組んだことを整理
し、津野町の魅力を
高め、広めるための
取組の成果や課題、
改善策を明らかにす
る。 

(4)再び収集した情報
を再構成し、目的を
果たすための取組を
行う。 

人口減少や少子高齢化等の問題を抱える津野町がもっと賑わうように、津野町の特産
品や活性化に取り組む人々の取組を調べたり、地域の観光資源や特産品を使った商品
を開発し、発信したりする活動を通して、津野町の実態や課題、その改善に向けた工
夫や努力を理解し、持続可能な地域の在り方について考えるとともに、自分と地域と
のかかわりを考えながら生活し、地域の一員として進んで行動することができるよう
にする。 

【国】 
・インターネ
ットの投稿
を読み比べ
よう 

・場面に応じ
た言葉づか
い 

・話し合って
考えを深め
よう 

・表現を工夫
する 

・成長を振り
返って未来
へ進もう 

 
【道】 
・礼儀正しい
ふるまい 

・「働く」っ
てどういう
こと？ 

 
【外】 
・What do 
you want 
to be? 

 
【学級】 
・挨拶とマナ
ー 

・卒業式で自
分の夢を伝
えよう 

 
・観光推進課 
（高橋さん） 
 
・さくら観光 
・バスガイド 
（宇都宮さ
ん） 

 
・つのぶらア
カウント 

（藤村さん） 
 
・道の駅 
「布施ヶ坂」 
 
・「大丸茶舗」 
（三原さん） 
 
・お茶インス
ト ラ ク タ
ー 

（柿谷さん） 
 
・ＪＡ「輝」 
（高橋さん） 
 
 
・「山里」 
 
 
・「you farm」 
（片倉さん） 
 
・虎太郎邸 
（豊田さん） 

①地域には自然を生かし
た観光資源や特産品が
存在し、それらを生かし
たまちづくりが進めら
れていることや活性化
に向けた地域の方々の
工夫や努力を理解して
いる。（知識） 

②活動を通して調べたり
考えたりしたことにつ
いて、相手意識や目的意
識を明確にしながらま
とめている。（技能） 

③まちづくりと自分たち
の生活に関連があるこ
との理解は、特産品とま
ちづくりの関係を探究
的に学習してきたこと
の成果であると気付い
ている。（探究的な学習
のよさの理解） 

①観光資源や特産品を生か
した地域の活性化につい
て、現状や理想との隔たり
から課題を自らつくり、解
決に向けて自分にできる
ことを考えている。 

（課題の設定） 
②津野町の魅力を高めるた
めに必要な情報を、手段を
選択して多様な方法で収
集したり、種類に応じて蓄
積したりしている。 

（情報の収集） 
③課題の解決に必要な情報
を取捨選択したり、複数の
情報や考えを比較したり、
関係付けたり、焦点化した
りしながら、解決に向けて
考えている。（整理・分析） 

④津野町の魅力を高め、広
めるために自分たちにで
きることを考え、伝える
相手や目的に応じて、自
分の考えをまとめ、適切
な方法で表現している。
（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた過
程を通して、自分と地
域の関わりを見直し、
自分自身について理
解しようとしたり、異
なる意見や他者の考
えを受け入れて尊重
しようとしたりして
いる。（自己理解・他者
理解） 

②津野町の魅力を高め、
広めるための取組を
考えたり実行したり
する中で得た知識や
友達の考え、地域の
方々の考えを生かし
ながら友達と協働し
て探究活動に取り組
もうとしている。（主
体性・協働性） 

③津野町の魅力を高め、
広めるために自分た
ちにできることを考
え、問題解決のため
に、自分のこととして
取り組もうとしてい
る。（将来展望・社会参
画） 
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11 

12 

１ 

津
野
町
の
未
来
と
自
分 

津
野
町
Ｐ
Ｒ 

～
推
し
津
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～ 

（
２０
） 

(1)自分たちの取組を
振り返り、成果と課
題、いただいた意見
を整理し、課題を設
定する。 

(2)行政の政策や自治
組織が取り組んでい
ることを調べ、津野
町を活性化させるた
めに、さらに自分た
ちにできることを考
え、再度実行する。 

(3)自分達の取組を整
理し、その効果や津
野町を活性化させる
方法を具体的に分析
する。 

(4)未来の津野町を活
性化させるための取
組をまとめ、発表す

津野町の町づくりの取組を調べたり、津野町活性化のための活動を通して、津野町の
実態や課題、その改善に向けた工夫や努力を理解し、地域を活性化させるために自分
たちにできることを考えるとともに、自分と地域の関わりを考えながら生活したり、
行動したりすることができるようにする。 

【国】 
・インターネ
ットの投稿
を読み比べ
よう 

・場面に応じ
た言葉づか
い 

・表現をくふ
うする 

・プレゼンテ
ーションを
しよう 

・成長を振り
返って未来
へ進もう 

 
【道】 
・「働く」っ
てどういう
こと？ 

 

 
・津野町 
 役場 
 
・教育委員 
 会 
 
・まちづく 
り推進課 

 
・産業課等 
 

①津野町の実態や課題、そ
の改善に向けた工夫や
努力を理解することが
できる。（知識） 

②インタビュー結果、アン
ケート結果などの様々
な情報を比較・分類・関
連付けるなど、探究の過
程に応じた情報整理の
技能を身に付ける。 

（技能） 
③未来の津野町に対する
自らの認識の高まりは、
津野町の活性化のため
に探究的に学習してき
たことの成果であると

①小単元２の振り返りをも
とに明らかになった情報
を整理し結び付け、さらに
未来の津野町を活性化さ
せるためにどうすればよ
いか考え、課題を設定する
ことができる。 

（課題の設定） 
②津野町の行政の実態や取
組を把握するために、 手
段を選択して多様な方法
で収集したり、種類に応じ
て蓄積したりすることが
できる。（情報の収集） 

③課題の解決に必要な情報
を取捨選択したり、複数の

①課題解決に向けた過
程を通して、自分と地
域の関わりを見直し、
自分自身について理
解しようとしたり、異
なる意見や他者の考
えを受け入れて尊重
しようとしたりする。
（自己理解・他者理
解） 

②行政の取組を調べた
り、自分達の取組を整
理したりする中で、課
題解決に向けて、友達
と協働して探究活動
に取り組もうとする。 

2 



 

3 

る。 気付く。（探究的な学習
のよさの理解） 

情報を比較したり関係付
けたりしながら、解決に向
けて考えることができる。
（整理・分析） 

④未来の津野町を活性化さ
せるために自分たちにで
きることを考え、伝える
相手や目的に応じて、自
分の考えをまとめ、適切
な方法で表現することが
できる。（まとめ・表現） 

（主体性・協働性） 
③未来の津野町を活性
化させるために自分た
ちにできることを考
え、問題解決のため
に、自分のこととして
取り組もうとする。 

（将来展望・社会参
画） 

【外】 
・What do 
you want 
to be? 

 
【学級】 
・卒業式で自
分の夢を伝
えよう 



令和６年度 津野町立東津野中学校  

第 1学年 総合的な学習の時間 年間指導計画               

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

（時数） 

主な 

学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能 
⑵思考力・判断力・   

表現力等 

⑶学びに向う力・    

人間性等 

年 
 
 

間 

未
来
の
津
野
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

～
い
つ
で
も
・
い
つ
ま
で
も
観
光
客
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
町
～ 

津
野
町
の
半
分
以
上
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
作
る
（
３０
） 

 

(1)小学校で探究

してきた内容

を振り返り、 

課題を設定す

る。 

 

 

(2)津野町の魅力

や印象深い動

植物などの、津

野町のゆるキ

ャラを作るた

めに必要な情

報を、アンケー

トなどを活用

して収集する。  

 

 

(3)集めた情報を

整理・分析し、

グループごと

に津野町のゆ

るキャラを作

成し、品評会を

行う。 

 

 

(4)これまでの学

習を振り返り、

ゆるキャラに

盛り込んだ特

徴などを聞く

人に伝わりや

すいようにま

とめる。 

津野町活性化のために津野町の半分以上の人に知ってもらえるようなゆる
キャラを作る取組を通して、観光地としての津野町の認知度や魅力を理解
し、津野町を象徴するゆるキャラの具体的なデザインを考えるとともに津
野町により多くの観光客を呼ぶために仲間と協働し、地域の一員として行
動できるようにする。 

【国】 

・話し方はど

うかな 

・調べて分か

ったことを

伝えよう 

・根拠を明確

にして書こ

う 

 

【数】 

・データの活

用 

 

【美】 

・気持ちを伝

えるデザイ

ン 

・津野町役場の  
 人 
・地域の人 
・小学生 
・中学生 
・保護者 
・守時さん 
・津野町女性消
防隊の人 

・津野町歴史 

 博物館学芸員 

田中さん 

 

①観光地としての津野

町の認知度や魅力に

ついて理解してい

る。（知識） 

 

 

②津野町活性化に向け

た取組として、多く

の観光客を呼ぶため

に、相手や目的に応

じて、町民の方への

アンケートによる調

査や、先達からの助

言要請などを適切に

実施している。    

（技能） 

 

 

③津野町の魅力を伝

え、冬にも多くの観

光客を呼び、津野町

を有名にしたいと思

う気持ちは、これま

での学習で津野町の

人々と関わり、探究

的に学んだことによ

る成果であると気付

いている。 

（探究的な学習のよさの理解） 

 

①観光地としての津野町

の現状を把握し、課題

に対する解決の方法や

手順の見通しをもって

計画を立てることがで

きている。 

（課題の設定） 
 
 
②課題の解決に必要な津

野町に関する情報を、

目的や意図に応じて、

手段を選択して収集し

たり、情報の種類に応

じて蓄積したりしてい

る。 

（情報の収集） 
 
 
③津野町を有名にし、冬

の津野町に観光客を呼

ぶにはどうしたらいい

か、収集した情報をも

とに、「わざわざ足を運

びたくなるには」とい

う視点で整理・分析し、

自分たちの提案に取り

入れる要素を考えるこ

とができている。  

（整理・分析） 
 
 
④整理・分析した情報を

活用し、津野町を象徴

するゆるキャラの具体

的なデザインを考える

ことができている。 

（実践） 
 
 
⑤津野町を有名にし、冬

の津野町に観光客を呼

ぶために考えた提案

を、目的や相手に応じ

て効果的な方法を選択

し、まとめ、表現する

ことができている。 

（まとめ・表現） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①津野町に集まる観

光客の現状につい

て関心をもち、自分

の意思で目標をも

って課題解決に向

けた探究活動に取

り組もうとしてい

る。 
（自己理解・他者理解） 

 

 

②津野町活性化のた

めに、自分達にでき

ることを考えると

ともに、自分と違う

他の意見や考えも

受け入れて、参考に

しようとしている。 

（主体性・協働性） 

 

 

③津野町を有名にし、

多くの観光客を呼

ぶために、自分たち

にできることを考

え、仲間と協働し

て、発信したり行動

したりして地域の

一員として貢献し

ようとしている。 

（将来展望・社会参画） 



 

10 

私
に
と
っ
て
、
津
野
山
古
式
神
楽
と
は
？ 

東
津
野
の
歴
史
「
津
野
山
古
式
神
楽
」
を
守
る
人
々
（
２０) 

 

(1)「津野山古式神

楽」と地域のつ

ながりについ

て考え、課題を

設定する。 

 

 

(2)神楽保存会や、

地域の人、２・

３年生にイン

タビューした

り、神楽に必要

な物作りの体

験をしたりし

て情報収集を

行う。 

 

 

(3)インタビュー

や体験したこ

とを整理分析

し、津野山古式

神楽とのつな

がりについて

考える。 

 

 

(4)整理分析した

ことをまとめ

て、「津野山古

式神楽」と地域

のつながりに

ついて考えた

ことを、相手意

識をもって発

表する。 

 

東津野地域における、津野山古式神楽が継承されてきた地域の背景や人々の関

わりについての調査を通して、津野山古式神楽を守ってきた人々の思いや願い

を理解し、津野山古式神楽を支え、継承していく上での課題に広く目を向ける

などして、伝統を守り続けることの意義を考えるとともに、地域の伝統文化を

守るために自分達にできることを考えられるようにする。 

【国】 
・案内や報告
の文章を書
こう 

 
【社】 
・原始・古代
の日本と世
界 

 
【理】 
・音の性質 
 
【家】 
・地域の食文
化 

 
【音】 
・日本の民謡 
 
【美】 
・風神雷神、
自然と人 

 
【英】 
・Active 
Grammer1 
You Can Do 
It! 
 

【道】 
・震災を乗り
越えて－復
活した郷土
芸能－ 

・奈良筆に生
きる 

・津野山古式神楽

保存会 

 嶋崎さん 

・東津野の婦人 

 会 

・神楽奉納を参観

に来ている人 

・地域の人 

 

 

①津野山古式神楽を支

え守っている人々の

思いや願い、現状や課

題について理解して

いる。 

（知識） 

 

 

②津野山古式神楽の歴

史や地域とのつなが

りなどの現状を捉え

るために、体験やイン

タビューを通し、相手

や目的に応じて、情報

を収集している。 

（技能） 

 

 

③津野山古式神楽の歴史

や演目の内容、保存会

の思いを伝えていきた

いと思う気持ちは、津

野山古式神楽について

探究的に学んだことに

よる成果であると気付

いている。 

（探究的な学習のよさの理解） 

 

①津野山古式神楽の歴史

や地域とのつながりに

ついて、現状を把握し、

課題に対する解決の方

法や手順の見通しをも

って計画を立てること

ができている。 

（課題の設定） 

 

 

②津野山古式神楽につい

ての様々な情報から課

題解決につながる情報

を、目的や意図に応じて

手段を選択して収集し

たり、情報の種類に応じ

て蓄積したりすること

ができている。 

（情報の収集） 

 

 

③津野山古式神楽の歴史

や地域のつながりにつ

いて、分かったことや継

承してきた思いを整理

分析し、考えることがで

きている。 

（整理・分析） 

 

④整理・分析した情報を神

楽発表会の場で発表す

ることができている。 

（実践） 

 

⑤津野山古式神楽の歴史

や地域のつながりにつ

いて自分の考えを、表現

する目的や相手に応じ

て内容を構成するとと

もに適切な方法を選択

し、論理的にまとめ表現

することができている。 

（まとめ・表現） 

 

 

①津野山古式神楽の歴

史や地域のつながり

について関心をも

ち、課題解決に向け

た探究活動に取り組

もうとしている。 

（自己理解・他者理解） 

 

 

②津野山古式神楽の歴

史や地域のつながり

について、自分と違

う他の意見や考えも

受け入れ、協働して

学び合おうとしてい

る。 

（主体性・協働性） 

 

 

③津野山古式神楽の歴

史や地域のつながり

や思いを感じて自分

たちにできることを

考え、仲間と協働し

て、発信したり行動

したりして伝統文化

を大切に思うことが

できている。 

（将来展望・社会参画） 
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令和６年度 津野町立東津野中学校  

第２学年 総合的な学習の時間 年間指導計画               

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

（時数） 

主な 

学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能 
⑵思考力・判断力・   

表現力等 

⑶学びに向う力・    

人間性等 

4 

地
域
の
魅
力
や
課
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
津
野
の
環
境
を
守
る
人
々
～
津
野
町
の
ゴ
ミ
の
ル
ー
ル
を
伝
え
よ
う
～
（
２０) 

(1)前学年での学

びをもとに、自

分たちの考え

る地域の魅力

と課題を整理

する。 

 

(2)ゴミ問題につ

いて行政の人

や地元企業の

人から聞くな

どして、情報を

収集する。 

 

(3)集めた情報を

整理・分析し、

自分たちにで

きることを考

える。 

 

(4)ゴミのポイ捨

てを減らすた

めに自分たち

にできること

を考え、実践す

る。 

 

(5)実践から学ん

だことや感じ

たことについ

て、相手意識を

もって発表す

る。 

津野町の美しい環境を守るためにゴミを減らす取組を通して、自分たちが当た

り前だと感じている生活は、地域の人々の支えで成り立っていることを理解し、

東津野の美しい自然環境を守り未来に向けて少しでも現状を改善していく方策

を考える。また、津野山古式神楽の楽や舞を練習することを通して、伝統文化

を守っている人の思いに触れ、地域の一員として自分たちにできることを考え

るとともに、ふるさと東津野を愛する心を育成できるようにする。 

【国】 

・考えを比べ

ながら聞こ

う 

・郷土のよさ

を伝えよう 

・根拠を吟味

して書こう 

・説得力のあ

る提案をし

よう 

・話し合いで

問題を検討

しよう 

・話し合いで

問題を解決

しよう 

 

【社】 

・日本の地域

的特色 

・日本の諸地   

 域 

 

【美】 

・メッセージ

を伝えるポ

スター 

 

【技】 

・生物の栽培

と生活の関

わり 

・明治安田生命
の人 

・津野町役場産 
 業課の人 
・地元企業の人 
・地域の人 
・小学生 
・中学生 
・保護者 
・鶴瓶さん 
 

 

①東津野の美しい環境

や自分たちを支え守

っている人々の思い

や願い、現状や課題に

ついて理解している。     

（知識） 

※小単元３で評価する 

 

②東津野のゴミの減少

に取り組むために、相

手や目的に応じて、産

業課へのインタビュ

ーや、各企業への協力

要請などを適切に実

施している。（技能） 

 

③きれいな東津野の未

来につなげていきた

いと思う気持ちは、地

域の生活を支え守っ

ている人々と関わり、

探究的に学んだこと

による成果であると

気付いている。 

（探究的な学習のよさの理解）

※小単元３で評価する 

 

①東津野のゴミ問題につ

いて、現状を把握し、課

題に対する解決の方法

や手順の見通しをもっ

て計画を立てている。 

（課題の設定） 

 

②課題の解決に必要な東

津野のゴミの現状に関

する情報を、目的や意図

に応じて手段を選択し、

収集したり蓄積したり

している。 

（情報の収集） 

 

③東津野のゴミを減らす

ためにどうしたらいい

か、情報収集したことを

もとに、自分たちにでき

ることという視点で整

理分析し、現状を改善し

ていく方策を考えてい

る。（整理・分析） 

※小単元３で評価する 

 

④東津野のゴミを減らす

ために、自分たちの考え

を目的や相手に応じて、

論理的にまとめている。      

（まとめ・表現） 

※小単元３で評価する 

 

①東津野のゴミについ

て関心をもち、ゴミ

問題を解決するため

に、互いのよさを生

かし課題解決に向け

た探究活動に取り組

もうとしている。 

（自己理解・他者理解） 

 

②東津野のゴミを減ら

す方策について、自

分と違う他の意見や

考えを取り入れなが

ら協働して学び合お

うとしている。 

（主体性・協働性） 

 

③きれいな東津野の環

境を未来につなげる

ために、自分たちに

できることを考え、

仲間と協働して、発

信したり行動したり

して地域の一員とし

て貢献しようとして

いる。 

（将来展望・社会参画） 

※小単元３で評価する 

5 

6 

7 

9 

10 

津
野
山
古
式
神
楽
の
歴
史
・
演
目
・
保
存
会 

東
津
野
の
歴
史
「
津
野
山
古
式
神
楽
」
を
守
る
人
々
（
30) 

(1)「津野山古式神

楽」と地域のつ

ながりについ

て考え、課題を

設定する。 

 

(2)楽や舞の練習

を通して、神楽

保存会や地域

の人の思いな

どの情報を収

集する。 

 

(3)楽や舞の練習

を通して体験

したことを整

理分析し、津野

山古式神楽と

のつながりに

ついて考える。 

 

(4)整理分析した

ことをまとめ

て、「津野山古

式神楽」と地域

のつながりに

ついて考えた

ことについて、

相手意識をも

って発表する。 

 

東津野地域における、津野山古式神楽が継承されてきた地域の背景や人々の関

わりについての調査を通して、津野山古式神楽を守ってきた人々の思いや願い

を理解し、津野山古式神楽を支え、継承していく上での課題に広く目を向ける

などして、伝統を守り続けることの意義を考えるとともに、地域の伝統文化を

守るために自分達にできることを考えられるようにする。 

【国】 
・考えを比べ
ながら聞こ
う 

・根拠を吟味
して書こう 

・説得力のあ
る提案をし
よう 

・話し合いで
問題を検討
しよう 

 
【社】 
・開国と近代
日本の歩み 

 
【美】 
・ジャポニズ
ム国境を越
える美術 

 
【音】 
・雅楽「越天
楽」 

 
【道】 
・和樹の夏祭
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・津野山古式神楽
保存会（楽・舞
の指導） 

・神楽奉納を参観
に来ている人 

・地域の人 
・和泉流宗家の人
たち 
・高知狂言の会を
鑑賞しに来てい
る人たち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①津野山古式神楽を支

え守っている人々の

思いや願い、現状や課

題について理解して

いる。（知識） 

 

②津野山古式神楽の歴

史や地域とのつなが

りなどの現状を捉え

るために、体験やイン

タビューを通し、相手

や目的に応じて、情報

を収集している。 

（技能） 

 

③津野山古式神楽の歴史

や演目の内容、保存会

の思いを伝えていきた

いと思う気持ちは、津

野山古式神楽について

探究的に学んだことに

よる成果であると気付

いている。 

（探究的な学習のよさの理解） 

 

①津野山古式神楽の歴史

や地域とのつながりに

ついて、現状を把握し、

課題に対する解決の方

法や手順の見通しをも

って計画を立てている。 

（課題の設定） 

 

②津野山古式神楽ついて

の様々な情報から課題

解決につながる情報を、

目的や意図に応じて手

段を選択して収集した

り、情報の種類に応じて

蓄積している。 

（情報の収集） 

③津野山古式神楽の歴史

や地域のつながりにつ

いて、分かったことや継

承してきた思いを整理

分析し、考えている。 

（整理・分析） 

④津野山古式神楽の歴史

や地域のつながりにつ

いて自分の考えを、表現

する目的や相手に応じ

て内容を構成するとと

もに適切な方法を選択

し、論理的にまとめ表現

している。 

（まとめ・表現） 

 

①津野山古式神楽の歴

史や地域のつながり

について関心をも

ち、課題解決に向け

た探究活動に取り組

むことができてい

る。 

（自己理解・他者理解） 

 

②津野山古式神楽の歴

史や地域のつながり

ついて、自分と違う

他の意見や考えも受

け入れ、協働して学

び合うことができて

いる。 

（主体性・協働性） 

 

③津野山古式神楽の歴

史や地域のつながり

や思いを感じて自分

たちにできることを

考え、仲間と協働し

て、発信したり行動

したりして伝統文化

を大切に思うことが

できている。 

（将来展望・社会参画） 
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1 

地
域
の
魅
力
や
課
題 

東
津
野
の
環
境
を
守
る
人
々
～
公
園
の
遊
具
を
考
え
よ
う
～
（
20) 

(1)大人から子ど

もまで楽しめ

る公園にする

にはどうした

いか考え、課題

を設定する。 

 

(2)公園に必要な

遊具を考える

ために他の公

園を調べるな

どして必要な

情報を収集す

る。 

 

(3)公園に必要だ

と思う遊具等

を「ユニバーサ

ルデザイン」の

視点から整理

分析をする。 

 

(4)自分たちの考

える公園のア

イデアをまと

めて、役場の人

に発表する。 

 

(5)役場の人から

の意見をもと

に、次の計画を

立てる。 

津野町の美しい環境を守るために大人から子どもまで楽しめる公園に必要だと

思う遊具等を考える取組を通して、自分たちが当たり前だと感じている生活は、

地域の人々の支えで成り立っていることを理解し、東津野の美しい自然環境を

守り未来に向けて少しでも現状を改善していく方策を考えるとともに、ふるさ

と東津野を愛する心を育成できるようにする。 

【国】 
・依頼状やお
礼状を書こ
う 

・話し合いで
問題を解決
しよう 

 
【道】 
・小さな工場
の大きな仕
事 

・津野町役場の人 

 

①東津野の美しい環境

や自分たちを支え守

っている人々の思い

や願い、現状や課題に

ついて理解している。     

（知識） 

※小単元３で評価する 

 

②公園に必要だと思う

遊具等について、関係

者の方に話を聞いた

り、インタビューをし

て情報を収集できて

いる。 

（技能） 

 

③きれいな東津野の未

来につなげていきた

いと思う気持ちは、地

域の生活を支え守っ

ている人々と関わり、

探究的に学んだこと

による成果であると

気付いている。 

（探究的な学習のよさ

の理解） 

※小単元３で評価する 

 

 

①公園に必要だと思う遊

具等について現状を把

握し課題に対する解決

の方法や手順の見通し

をもって計画を立てる

ことができている。 

（課題の設定） 

 

②公園に必要だと思う遊

具等についての様々な

情報から課題解決につ

ながる情報を、目的や意

図に応じて手段を選択

して収集したり、情報の

種類に応じて蓄積する

ことができている。 

（情報の収集） 

 

③東津野のゴミを減らす

ためにどうしたらいい

か、情報収集したことを

もとに、自分たちにでき

ることという視点で整

理分析し、現状を改善し

ていく方策を考えてい

る。  

（整理・分析） 

※小単元３で評価する 

 

④東津野のゴミを減らす

ために、自分たちの考え

を目的や相手に応じて、

論理的にまとめている。     

（まとめ・表現） 

※小単元３で評価する 

 

①公園に必要だと思う

遊具等について関心

をもち、課題解決に

向けた探究活動に取

り組むことができて

いる。 

（自己理解・他者理解） 

 

②大人から子どもまで

楽しめる公園にする

ために、自分と違う

他の意見や考えも受

け入れ、協働して学

び合うことができて

いる。 

（主体性・協働性） 

 

③きれいな東津野の環

境を未来につなげる

ために、自分たちに

できることを考え、

仲間と協働して、発

信したり行動したり

して地域の一員とし

て貢献しようとして

いる。 

（将来展望・社会参画） 

※小単元３で評価する 
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令和６年度 津野町立東津野中学校    

第 3学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

 

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

（時数） 

主な 

学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能 
⑵思考力・判断力・   

表現力等 

⑶学びに向う力・    

人間性等 

4 

働
く
こ
と
の
意
味
や
地
域
で
働
く
人
の
思
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

な
ぜ
人
は
働
く
の
か(

３０)
 

(1)これまでの総
合的な学習の
時間にお世話
になった方々
が仕事に携わ
っていること
を思い出し、な
ぜ人は働くの
か、働く意味に
焦点を当てら
れるような課
題を設定する。 

 
(2)職場体験で実

際に仕事を体
験したり、イン
タビューした
りして、働く意
味に関する情
報を収集する。 

 
(3)職場体験の感

想、振り返りを
グループで共
有し、違う職場
で共通してい
ることなどを
整理して、働く
意味を分析す
る。 

 
(4)体験したこと

や働く人から
学んだこと、こ
れからどうい
う生き方をし
ていくかをま
とめ、発表す
る。 

津野町（東津野地域）で生きる人の仕事や働く人々の思いについて調べる活動を通して、

地域で仕事をしている人たちの支えがあってこそ自分たちの生活が成り立っているこ

とを理解し、地域の産業や職業の特徴や工夫を考えるとともに、様々な仕事に目を向け

自分と地域の関わりを自分事としてとらえることができるようにする。 

【国】 

・間違えやす

い敬語 

・観察、分析

して論じよ

う 

・場面に応じ

て論じよう 

・何のために

「働く」の

か 

 

【道】 

・出迎え三

歩、見送り

七歩 

・あるレジ打

ちの女性 

 

 

職場体験先 

・畜産公社 

・町図書館 

・さくらんぼ園 

・中央小学校 

・にし美容室 

・Yショップ 

・JA輝 

・満天の星 

 

社会人講師 

・Naedoko. 

 伊藤さん 

・地域の応援隊  

 和 

西元さん 

・中成 

 中上さん 

・梼原高校 

 足達校長 

 
①津野町で働く人々の願
いや思いをもとに、自
分たちの生活が地域の
人の努力や工夫によっ
て支えられていると共
に、自分たちも地域を
支える一員であること
を理解している。 

（知識） 
 
②地域の産業や職業の特
徴や工夫を考えるため
に必要な情報を収集す
る活動を、目的や対象
に応じて適切に実施す
ることができる。 

（技能） 
 
③自分たちも地域を支え
る一員であるという思
いは、自分の生活と地
域のつながりについて
探究的に学んだことに
よる成果であると気付
いている。 

（探究的な学習のよさの理解） 

 
①津野町の職業を通して、地
域社会に広く目を向けて
課題を見出し、解決の方法
や手順を考え、見通しをも
って計画を立てることが
できている。 

（課題の設定） 
 
②地域の産業や職業の特徴
や工夫を考えるために必
要な情報を得るという目
的や意図に応じて手段を
選択し、自ら情報を収集し
たり、必要な情報を取捨選
択したりしながら、適切に
蓄積することができてい
る。（情報の収集） 

 
③自己の生き方を考えると
いう視点を明確にして整
理し、蓄積した情報を多面
的に考察し、多様な情報の
中にある特徴を見付ける
ことができている。 

（整理・分析） 
 
④他教科で培った表現力等
を活用し、相手や目的に応
じて工夫して表現したり、
地域や自分の将来のため
に生かしたりすることが
できている。 

（まとめ・表現） 
 

 
①自他の考えや意見のよさ
を生かしながら、自分の生
き方を考えるために学び
合おうとしている。 
（自己理解・他者理解） 

 
②津野町の職業を体験する
ことにより実生活、実社会
の問題に、他者と協働し
て、進んで取り組もうとし
ている。 
（主体性・協働性） 

 
③職場体験学習を通じて、自
分の将来と地域との関わ
りを意識しながら、地域の
ためにできることを進ん
で考え、実行しようとして
いる。 
（将来展望・社会参画） 

 

5 

6 

7 

9 

地
域
の
伝
統
文
化
「
津
野
山
古
式
神
楽
」
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

私
に
と
っ
て
、
津
野
山
古
式
神
楽
と
は
（
３１
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(1)小学校から学
習している「津
野山古式神楽」
に対する自分
の思いの変容
に気づくこと
ができるよう
な課題を設定
する。 

 
(2)舞の練習を通

して、舞の意味
や保存会の人
の思い、地域の
人の思い等を
情報収集する。 

 
(3)３年間分の津

野山古式神楽
発表会の感想
を比較しなが
ら、神楽に対す
る思いの変容
を整理・分析す
る。 

 
(4)これまで学習

してきた中で、
津野山古式神
楽に対する自
分の思いの変
容を自分の言
葉でまとめる。 

「津野山古式神楽」の舞の体験活動を通して、神楽伝承に関わる課題を理解し、「津野

山古式神楽」を未来へ受け継いでいく方策を考えるとともに、自分の思いの変容を自

分の言葉でまとめることができるようにする。 

【国】 

・観察・分析

して論じよ

う 

 

【社】 

・現代社会と

私たち 

 

【音】 

・歌舞伎「勧

進帳」 

 

【道】 

・父は能楽師 

・昔と今を結

ぶ糸 

・「稲むらの

火」余話 

 

・津野山古式神

楽保存会の人

たち 

・神楽学習会を

参観した人た

ち 

・先輩の神楽発

表会の感想文 

・森本さん 

 
①「津野山古式神楽」に
関わる人々の思いや
願い、現状や課題につ
いて理解している。 

（知識） 
 
②「津野山古式神楽」の
舞で、自分の思いや考
え、願いを込めて表現
するための探究の過
程に応じた技能を身
に付けている。 

（技能） 
 
③心を込めて「津野山
古式神楽」を舞いた
いと思う気持ちは、
伝統文化を伝承して
いる人々と関わり、
探究的に学んだこと
による成果であると
気付いている。 

（探究的な学習のよさの理解） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①「津野山古式神楽」で自分が
舞う演目を決め、その舞を表
現する取組を通して課題に
対する解決の方法や手順を
見通しをもって考えること
ができている。 

（課題の設定） 
 
②「津野山古式神楽」で自分が
舞う演目の練習を通して、神
話のストーリーや所作の意
味、伝承してきた人々の思い
などの情報を収集し、適切な
方法で蓄積するなど、自分た
ちが感じたことと重ねたり、
調べたり、地域の人々や町外
に住む人々の意見を聞いた
りして必要な情報を取捨選
択することができている。 

（情報の収集） 
 
③「津野山古式神楽」の魅力を
整理するとともに、これを伝
承していくために自分がで
きることに視点を定めて多
様な情報を分析することが
できている。（整理・分析） 

 
④「津野山古式神楽」の魅力
を練習で積み重ねてきた舞
で表現するとともに「津野
山古式神楽」が時代を越え
て今も存在する意味や価
値、様々な人々とのつなが
りなど、収集した情報と自
分が感じたことをまとめる
ことができている。 

（まとめ・表現） 

 
①「津野山古式神楽」で自
分が舞う演目の練習を
通して、その魅力に気づ
いたり、舞の表現力を高
めたり、保存会の方々の
教えや仲間の学び、意見
などを受け入れ尊重し
ながら「津野山古式神
楽」を伝承していくこと
に取り組もうとしてい
る。 

（自己理解・他者理解） 
 
②「津野山古式神楽保存
会」の方々を中心に、そ
れに関わる様々な人々
や仲間と協働し、進んで
取り組もうとしている。
（主体性・協働性） 

 
 
③津野山古式神楽で自分
が舞う演目の表現や神
社での神楽奉納を見学
し、地域にとって必要な
ことと、自分たちにでき
ることを考えることを
通して、津野山古式神楽
への思いの変容を自分
の言葉でまとめること
ができている。 

（将来展望・社会参画） 

10 

11 

地域の人・もの・ことから学び、自分の生き方や

ふるさとについて自分の言葉で語れる子ども 

≪９年間の目指すゴールの姿≫ 

 



 

12 
地
域
の
伝
統
文
化
「
津
野
山
古
式
神
楽
」
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

自
分
の
未
来
を
描
き
、
津
野
町
を
語
る
（
９
）  

(1)津野町を自分
の言葉で語るこ
とができるよう
な課題を設定す
る。 

 

(2)これまでの総
合的な学習の時
間で探究してき
た内容（津野町
の伝統文化や産
業、自然に関す
ることやそれに
関わる方たちの
思い等）を確認
し、津野町を自
分の言葉で語る
ために必要な情
報を収集する。 

 
(3)津野町の魅力

を整理し、どの
ような内容で津
野町を語りたい
のかを思考ツー
ルを使って分析
する。 

 
(4)これまで津野
町について探究
し、整理・分析し
てきた内容を自
分の言葉でまと
め、自分の言葉
で津野町を語
る。 

9 年間の探究的な学習を通して、津野町を大切に思う気持ちは、地域内外の様々な人と

関わりながら探究的な学びを続けてきた成果であることを理解し、津野町の魅力を再度

整理するとともに、津野町と自分をつなげて考え、自分の言葉で津野町を語ることがで

きるようにする。 

【国】 
・今の思いを
まとめよう 

・場面に応じ

て話そう 

 
【社】 
・現代の民主
政治と社会 

・私たちの暮
らしと経済 

・地域社会と
私たち 

 
【美】 
・暮らしやす
い街づくり 
 
【道】 

・「川端」の

ある暮らし 

・塩むすび 

・町内会デビ

ュー 

 

・和泉流宗家の
人たち 

・高知狂言の会
を鑑賞しに来
ている人たち 

・3年間の総合
のスパイラル
表 

・3年間作成し
てきた学習新
聞 

・小学校の卒業
アルバム 

・小学校での総
合的な学習の
時間の活動し
ている写真 

・これまでの単
元冊子 等 

1 

 
①津野町の伝統文化や
産業に関わる人々の
思いや願い、現状や課
題について理解して
いる。 

（知識） 
 
②津野町に対する自分

の思いや考えを、自分
の言葉で語るための
探究の過程に応じた
技能を身に付けてい
る。 

（技能） 
 
③津野町のことを語り、

津野町のことが好き
だという気持ちは、伝
統文化を伝承してい
る人々や産業に関係
する人々と関わり、探
究的に学んだことに
よる成果であると気
付いている。 

（探究的な学習のよさの理解） 
 
 

 
①課題に対する解決の方法や

手順を、見通しをもって考え
ている。 

（課題の設定） 
 
②津野町の魅力に関する情報

を改めて収集し、更に地域の
人々の意見を聞いたりして
津野町を自分の言葉で語る
ために必要な情報を収集、取
捨選択している。 

（情報の収集） 
 
③津野町の魅力を整理すると

ともに、津野町について自
分の言葉で語るために必要
な、多様な情報を分析して
いる。 

（整理・分析） 
 
④視点を明確にして、津野町
について自分の言葉で語る
ことができている。 

（まとめ・表現） 

 
①これまでの総合的な学

習の時間で関わってき
た人々の思いや仲間の
意見などを受け入れ尊
重しながら自分を見つ
め直し、学び合おうとし
ている。 

（自己理解・他者理解） 
 
②津野町の伝統文化や産

業にかかわる様々な
人々や仲間と協働し、進
んで取り組もうとして
いる。 
（主体性・協働性） 

 
③津野町について考える

中で、地域にとって必要
なことと自分たちにで
きることを考え、自分の
生き方やふるさとにつ
いて自分の言葉で語れ
る。 

（将来展望・社会参画） 
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